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地
域
に
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

(

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー)

は
、

地
域
固
有
の
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

　

地
球
温
暖
化
、
原
発
事
故
な
ど
を
経

験
し
た
今
、
こ
の
地
域
に
存
在
す
る
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
図
る
こ

と
で
、
化
石
燃
料
や
原
発
に
頼
ら
な
い

社
会
の
在
り
方
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
、

地
域
に
新
た
な
産
業
と
雇
用
を
生
み
出

し
、
地
域
循
環
型
経
済
に
よ
る
地
域
づ

く
り
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
伺
う
。

(1)
町
の
公
共
施
設(

札
内
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
建
て
替
え
等)

に
は
一
層
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
の
姿
勢
を
持
つ
べ

き
と
思
う
が
。

(2)
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
は
、
町

の
果
た
す
役
割
が
決
定
的
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
専
門
部
署
を
設
け
て
取

り
組
む
べ
き
だ
。

(3)
地
域
雇
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
外
部
資

本
に
持
ち
出
さ
れ
な
い
よ
う
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
を
制
定
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

(1)
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
、
本
町
で
は
日
射
量
が
多
い

と
い
う
地
域
特
性
を
生
か
し
、
町
の
公

共
施
設
に
は
こ
れ
ま
で
太
陽
光
発
電
設

備
を
導
入
し
て
き
た
。

　

今
後
に
予
定
し
て
い
る
札
内
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
改
築
や
そ
の
他
の
公
共
施
設

の
整
備
に
お
い
て
は
、
省
資
源
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か
ら
ク
リ
ー
ン
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
取
り
組
む
こ
と
を
考
え
て
お

り
、
維
持
管
理
の
容
易
性
を
は
じ
め
、

燃
料
調
達
の
確
実
性
や
運
用
上
の
安
定

性
、
加
え
て
工
事
費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
比
較
検
討
の
上
に
、
当
該
施
設

の
規
模
や
建
物
の
用
途
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に
適
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(2)
本
町
に
お
け
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
全
庁
的
に
各
種
の

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
促
進
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
専
門
部
署

を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
般
、

行
政
改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
組
織
機

構
検
討
部
会
を
立
ち
上
げ
た
の
で
、
そ

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(3)
地
方
自
治
体
に
お
け
る
施
策
展
開
と

し
て
は
、
地
域
固
有
の
資
源
を
活
用
す

る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
持
続
可
能
な
社
会
の
転
換
を

図
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
の
視

点
か
ら
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等

に
関
す
る
条
例
化
に
取
り
組
む
自
治
体

が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

　

本
町
で
は
、
平
成
18
年
度
に
平
成
27

年
を
目
標
年
と
し
た
「
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
現
時
点
で

は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
で
３
３
４
件

と
大
幅
に
増
加
し
、
住
宅
用
以
外
の
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
発
電
施
設
は
75

施
設
、
特
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
言
わ
れ

る
１
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
発

電
施
設
は
５
施
設
で
、
太
陽
光
発
電
件

数
総
体
で
４
０
９
件
と
大
き
く
伸
び
て

お
り
、
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
町
と
し
て
は
、
当
面
、
本
ビ
ジ
ョ

ン
の
方
向
性
に
沿
っ
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
対
応
を
継
続
し
て
い
く
方
針
だ
が
、

地
域
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
先
進
事
例
等

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

十
勝
に
も
、
足
寄
町
の
木
質

ペ
レ
ッ
ト
の
活
用
、
士
幌
町
の
家
畜
の

糞
尿
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
な
ど
、

先
進
的
取
り
組
み
が
あ
る
。
条
例
の
制

定
も
進
ん
で
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
学

び
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

林
地
残
材
を
町
ま
で
運
ぶ
こ
と
、
運
搬

す
る
こ
と
自
体
に
多
く
の
経
費
が
か
か

っ
て
大
変
で
は
な
い
か
と
の
意
見
、
も

う
一
つ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
ふ
ん
尿
処
理
も

農
協
に
相
談
し
て
き
た
経
緯
も
あ
る
が
、

や
り
た
い
と
い
う
方
が
あ
ら
わ
れ
な
い
。

引
き
続
き
協
議
を
し
て
い
く
。

答問
当
面
「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
方

向
性
に
沿
っ
て
、
対
応
を
継
続
し
て
い
く

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
の
制
定
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
を

問

再

質

問

答

町
　
長
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